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「うめだ火曜会」が開催されました 

星野 裕成 

 

2013 年 7 月 9 日の夕方からビジネス交流研究会（通称：うめだ火曜会）が開催されました。この会は

大阪の上場企業の管理部門に勤務する方々の交流と勉強会を目的として宮川先生が主催している研究会で

す。将来の CFO や経営幹部を目指す人材が集まり、現状の問題意識を共有しながらアイデアを出し、議

論を交わす場にすると同時に上場企業の経営に必要なコーポレートファイナンスや戦略論の知識をわかり

やすく学ぶ勉強会＆食事会です。 

今回の研究会の議論テーマは「財務スラッ

ク」です。毎度ゼミ生がお手伝いとして参加

しており、大学院で「財務スラック」につい

て研究中の國信さん、昨年度グループ論文に

て同テーマを扱った 4 回生の苅谷、星野、松

野が参加しました。 

財務スラック（financial slack）とは、企

業が財務的な余裕を維持するような財務戦

略です。宮川先生が「財務的ゆとりを持つこ

との意義～企業のイノベーションと財務ス

ラック～」と題し講演を行い、その後、私たちがグループ論文「Slack 型 R&D 戦略が企業価値に及ぼす

影響」の発表を行いました。各企業の財務を担当する方々を前に発表を行うことは大変緊張するものでし

たが、「いつもどおりやろう」という気持ちでメンバー一同気持よく発表できたと思います。 

私たちの発表後は、宮川先生と参加者全体での議論です。現場から考えられる企業の財務スラックの意

義や資本構成、研究開発の捉え方など、さまざまな議論が行われました。議論により財務スラックの意義

を再確認しましたが、同時に現場と投資家の考え方に乖離があることも強く感じられました。ここには、

普段のゼミで重要なキーワードとしてあがる「情報の非対称性」が大きく関わっているようです。参加者

の方々だけなく私たちにとっても非常に興

味深い議論でした。 

議論終了後は、場所を移し、企業の方々

と学生が一緒になり交流会です。仕事の話

から学生時代の話までさまざまなお話を伺

うことができ、大変楽しかったです。他で

はなかなか味わえない貴重な経験通じ、今

回もまた何かしら成長できたように思いま

す。将来、立派な社会人としてこのような

場で理路整然とした発言ができる人間にな

りたいものです。 


